
第100号
2025年2月

第100号の掲載内容

発行／鹿部町議会　編集／議会運営委員会　　委 員 長　吉　　英樹　　副委員長　川村　裕司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　船橋　敦子　　委　　員　髙橋　茂夫

〒 041-1498　北海道茅部郡鹿部町字鹿部 252-1

TEL 01372-7-5296（直通）　　FAX 01372-7-3086

　教育委員会が主催するチャレンジスポーツ「スキー・スノーボード教室」「幼児親子
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業
振
興
資
金
貸
付
金
、
義
務
教

育
学
校
の
設
置
に
向
け
た
基
本

設
計
委
託
料
、
人
事
院
勧
告
に

よ
る
人
件
費
を
追
加
し
た
も
の

で
す
。

　　
町
内
の
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問

介
護
員
な
ど
施
設
の
介
護
職
員

の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
８

１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
７
億
６
８
７
８
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
決
算
剰
余
金

の
確
定
に
伴
う
一
般
会
計
へ
の

繰
出
金
、
療
養
給
付
費
、
高
額

療
養
費
等
の
実
績
見
込
み
に
よ

り
追
加
を
し
た
も
の
で
す
。

　
保
険
事
業
勘
定
分
の
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
０
２
万
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５

億
２
４
３
万
７
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
内
容
は
、
介
護
給
付
の
増
加

に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
、
審
査
支
払
手
数
料
を
追
加

し
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
８

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
８
２
５
８
万
４
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
事
務
費
繰
入
金
、

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
額
の

確
定
に
伴
う
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
減
額
、
被
保
険
者
数

と
所
得
の
増
に
伴
う
納
付
方
法

の
変
更
に
よ
る
保
険
料
を
追
加

し
た
も
の
で
す
。

　
収
益
的
支
出
に
94
万
２
千
円

を
追
加
し
、
収
益
的
支
出
の
総

額
を
１
億
２
２
０
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
一
般
会
計
同
様
に

人
事
院
勧
告
に
よ
る
手
当
等
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

　
地
方
議
会
の
議
員
は
、
議
会

の
運
営
の
公
正
及
び
事
務
の
執

行
の
適
正
を
図
る
た
め
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係

に
お
い
て
、
議
員
個
人
に
よ
る

請
負
を
す
る
こ
と
が
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
12
月
の
地
方
自
治
法
改

正
に
よ
り
、
﹁
各
会
計
年
度
に

お
い
て
支
払
を
受
け
る
当
該
請

負
の
対
価
の
総
額
が
普
通
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
適
正
な
運

営
の
確
保
の
た
め
の
環
境
の
整

備
を
図
る
観
点
か
ら
政
令
で
定

め
る
額
︵
３
０
０
万
円
︶
を
超

え
な
い
﹂
場
合
は
兼
業
禁
止
の

規
制
を
受
け
な
い
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
鹿
部
町
議
会
で

は
議
会
の
運
営
の
透
明
性
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
期

改
選
期
に
合
わ
せ
当
該
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
し
か
べ
保
育
事
業
の
待
機
児

童
解
消
の
た
め
、
定
員
数
を
現

行
の
12
人
以
内
か
ら
20
人
以
内

な
ど
に
改
正
し
、
新
た
な
定
員

数
の
施
行
期
日
を
令
和
７
年
４

月
１
日
と
し
た
も
の
で
す
。

　　
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
時
期

が
令
和
10
年
４
月
と
な
り
、
当

初
の
令
和
８
年
４
月
の
開
園
と

現
行
の
待
機
児
童
の
解
消
に
鑑

み
、
協
議
検
討
を
踏
ま
え
、
こ

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
該
施
設
は
幼
稚
園

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
教
育

委
員
会
の
所
管
と
な
り
、
保
育

事
業
は
保
健
福
祉
課
が
所
管
と

な
り
ま
す
が
、
両
部
署
が
連
携

し
、
情
報
等
を
把
握
し
た
う
え

で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
３

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
43
億
９
９
６
０
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
保
育
事
業
の
定
員

増
に
か
か
る
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
費
及
び
各
種
備
品
購
入
費
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

︻
工
事
名
︼

　
　
町
道
宮
浜
道
路
線
改
良
舗

　
装
工
事

︻
契
約
の
変
更
事
項
︼

　
原
契
約
金
額

　
　
７
９
５
７
万
４
千
円

　
変
更
後
の
契
約
金
額

　
　
７
９
２
６
万
６
千
円

　
増
減
金
額
︵
減
額
︶

　
　
　
　
　
30
万
８
千
円

︻
契
約
の
相
手
方
︼

　
　
株
式
会
社
亘
栄

︻
以
上
３
件
原
案
の
と
お
り
可

 

決
等
︼

〜 

定
例
会 

〜

鹿部町議会だより （2）

　令和６年第４回定例会は、１２月１２日に招集され、会期を１２月１３日までの

２日間と決め、１人の議員による一般質問と鹿部町選挙管理委員会の選挙管理委員

及び同補充員の選挙を行いました。

　また、今期定例会は、町長より承認１件、条例４件、補正予算５件の提出と、発

議１件の審議を行い、全て原案のとおり可決等をし、会期を１日残して閉会しました。

　なお、選挙結果と審議された議案等の主な内容は、次のとおりです。

～令和６年第4回定例会～～令和６年第4回定例会～

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
議
長
の

指
名
推
選
で
、
次
の
４
人
の

方
々
が
当
選
人
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
６
年
12

月
26
日
か
ら
令
和
10
年
12
月
25

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
　
　
　
　
木
村
　
　
力
　
氏

　
　
　
　
　
板
坂
　
新
一
　
氏

　
　
　
　
　
藤
林
　
明
美
　
氏

　
　
　
　
　
毛
利
利
華
子
　
氏

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
議
長
の

指
名
推
選
︵
順
位
含
む
︶
で
、

次
の
４
人
の
方
々
が
当
選
人
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
６
年
12

月
26
日
か
ら
令
和
10
年
12
月
25

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

第
１
順
位
　
福
村
　
直
仁
　
氏

第
２
順
位
　
松
本
　
広
美
　
氏

第
３
順
位
　
濱
村
　
公
彦
　
氏

第
４
順
位
　
木
村
千
佳
子
　
氏

　
令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
で

専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
５
６
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
41

億
７
１
１
６
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
に
か
か
る
経
費
を
追
加
し

た
も
の
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一

般
職
の
給
料
表
を
平
均
３.

０
％
引
き
上
げ
、
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
率
を
１
０
０
分
の

10
引
き
上
げ
る
改
正
等
と
一
般

職
の
期
末
勤
勉
手
当
改
正
に
伴

い
、
特
別
職
の
期
末
手
当
も
同

様
に
１
０
０
分
の
10
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
寒

冷
地
手
当
の
月
額
を
11.

３
％

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
鹿
部
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
本
別
漁
港
内
堆
積
場
改
良

事
業
に
対
し
、
漁
業
振
興
資
金

の
貸
付
け
を
行
い
、
組
合
の
経

営
の
安
定
及
び
漁
業
の
振
興
発

展
を
図
る
た
め
、
本
条
例
を
制

定
し
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２

４
８
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
43
億
９
５
９
７
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
普
通
交
付
税

の
額
の
確
定
、
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
が
実
施
す
る
本
別
漁
港
内

堆
積
場
改
良
事
業
に
対
す
る
漁

選

　

　

　

挙

◆
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

◆
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の

　
選
挙

承

　

　

　

認

条

　

　

　

例

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

◆
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
鹿
部
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
鹿
部
町
職
員
に
対
す
る
寒
冷

地
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
鹿
部
町
漁
業
振
興
資
金
貸
付

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

補 

正 

予 

算



業
振
興
資
金
貸
付
金
、
義
務
教

育
学
校
の
設
置
に
向
け
た
基
本

設
計
委
託
料
、
人
事
院
勧
告
に

よ
る
人
件
費
を
追
加
し
た
も
の

で
す
。

　　
町
内
の
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問

介
護
員
な
ど
施
設
の
介
護
職
員

の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
８

１
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
７
億
６
８
７
８
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
決
算
剰
余
金

の
確
定
に
伴
う
一
般
会
計
へ
の

繰
出
金
、
療
養
給
付
費
、
高
額

療
養
費
等
の
実
績
見
込
み
に
よ

り
追
加
を
し
た
も
の
で
す
。

　
保
険
事
業
勘
定
分
の
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
０
２
万
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５

億
２
４
３
万
７
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
内
容
は
、
介
護
給
付
の
増
加

に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
、
審
査
支
払
手
数
料
を
追
加

し
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
８

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
８
２
５
８
万
４
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
事
務
費
繰
入
金
、

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
額
の

確
定
に
伴
う
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
減
額
、
被
保
険
者
数

と
所
得
の
増
に
伴
う
納
付
方
法

の
変
更
に
よ
る
保
険
料
を
追
加

し
た
も
の
で
す
。

　
収
益
的
支
出
に
94
万
２
千
円

を
追
加
し
、
収
益
的
支
出
の
総

額
を
１
億
２
２
０
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
一
般
会
計
同
様
に

人
事
院
勧
告
に
よ
る
手
当
等
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

　
地
方
議
会
の
議
員
は
、
議
会

の
運
営
の
公
正
及
び
事
務
の
執

行
の
適
正
を
図
る
た
め
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係

に
お
い
て
、
議
員
個
人
に
よ
る

請
負
を
す
る
こ
と
が
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
12
月
の
地
方
自
治
法
改

正
に
よ
り
、
﹁
各
会
計
年
度
に

お
い
て
支
払
を
受
け
る
当
該
請

負
の
対
価
の
総
額
が
普
通
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
適
正
な
運

営
の
確
保
の
た
め
の
環
境
の
整

備
を
図
る
観
点
か
ら
政
令
で
定

め
る
額
︵
３
０
０
万
円
︶
を
超

え
な
い
﹂
場
合
は
兼
業
禁
止
の

規
制
を
受
け
な
い
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
鹿
部
町
議
会
で

は
議
会
の
運
営
の
透
明
性
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
期

改
選
期
に
合
わ
せ
当
該
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
し
か
べ
保
育
事
業
の
待
機
児

童
解
消
の
た
め
、
定
員
数
を
現

行
の
12
人
以
内
か
ら
20
人
以
内

な
ど
に
改
正
し
、
新
た
な
定
員

数
の
施
行
期
日
を
令
和
７
年
４

月
１
日
と
し
た
も
の
で
す
。

　　
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
時
期

が
令
和
10
年
４
月
と
な
り
、
当

初
の
令
和
８
年
４
月
の
開
園
と

現
行
の
待
機
児
童
の
解
消
に
鑑

み
、
協
議
検
討
を
踏
ま
え
、
こ

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
該
施
設
は
幼
稚
園

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
教
育

委
員
会
の
所
管
と
な
り
、
保
育

事
業
は
保
健
福
祉
課
が
所
管
と

な
り
ま
す
が
、
両
部
署
が
連
携

し
、
情
報
等
を
把
握
し
た
う
え

で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
３

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
43
億
９
９
６
０
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
保
育
事
業
の
定
員

増
に
か
か
る
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
費
及
び
各
種
備
品
購
入
費
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

︻
工
事
名
︼

　
　
町
道
宮
浜
道
路
線
改
良
舗

　
装
工
事

︻
契
約
の
変
更
事
項
︼

　
原
契
約
金
額

　
　
７
９
５
７
万
４
千
円

　
変
更
後
の
契
約
金
額

　
　
７
９
２
６
万
６
千
円

　
増
減
金
額
︵
減
額
︶

　
　
　
　
　
30
万
８
千
円

︻
契
約
の
相
手
方
︼

　
　
株
式
会
社
亘
栄

︻
以
上
３
件
原
案
の
と
お
り
可

 

決
等
︼

〜 

定
例
会
・
臨
時
会 

〜

（3） 鹿部町議会だより

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
議
長
の

指
名
推
選
で
、
次
の
４
人
の

方
々
が
当
選
人
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
６
年
12

月
26
日
か
ら
令
和
10
年
12
月
25

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
　
　
　
　
木
村
　
　
力
　
氏

　
　
　
　
　
板
坂
　
新
一
　
氏

　
　
　
　
　
藤
林
　
明
美
　
氏

　
　
　
　
　
毛
利
利
華
子
　
氏

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
議
長
の

指
名
推
選
︵
順
位
含
む
︶
で
、

次
の
４
人
の
方
々
が
当
選
人
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
６
年
12

月
26
日
か
ら
令
和
10
年
12
月
25

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

第
１
順
位
　
福
村
　
直
仁
　
氏

第
２
順
位
　
松
本
　
広
美
　
氏

第
３
順
位
　
濱
村
　
公
彦
　
氏

第
４
順
位
　
木
村
千
佳
子
　
氏

　
令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
で

専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
５
６
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
41

億
７
１
１
６
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
に
か
か
る
経
費
を
追
加
し

た
も
の
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一

般
職
の
給
料
表
を
平
均
３.

０
％
引
き
上
げ
、
期
末
勤
勉
手

当
の
支
給
率
を
１
０
０
分
の

10
引
き
上
げ
る
改
正
等
と
一
般

職
の
期
末
勤
勉
手
当
改
正
に
伴

い
、
特
別
職
の
期
末
手
当
も
同

様
に
１
０
０
分
の
10
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
寒

冷
地
手
当
の
月
額
を
11.

３
％

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
鹿
部
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
本
別
漁
港
内
堆
積
場
改
良

事
業
に
対
し
、
漁
業
振
興
資
金

の
貸
付
け
を
行
い
、
組
合
の
経

営
の
安
定
及
び
漁
業
の
振
興
発

展
を
図
る
た
め
、
本
条
例
を
制

定
し
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２

４
８
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
43
億
９
５
９
７
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
普
通
交
付
税

の
額
の
確
定
、
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
が
実
施
す
る
本
別
漁
港
内

堆
積
場
改
良
事
業
に
対
す
る
漁

◆
鹿
部
町
保
育
事
業
実
施
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
第
３
回
臨
時
会
は
、

12
月
27
日
招
集
さ
れ
、
次
の
案

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
地
方
で
は
、
介
護
現
場

が
崩
壊
し
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
次
か
ら
次
に
出
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
福
祉
基

金
を
有
効
に
使
う
べ
き
で
は
。

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

発

　

　

　

議

◆
鹿
部
町
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

条

例

臨

　

時

　

会

　

こ
の
時
期
に
当
該
条
例
改
正

案
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

関
係
部
署
と
の
連
携
や
管
理
に

対
し
、
非
常
に
疑
問
に
思
う
が
。

◆
令
和
６
年
度
鹿
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
伴

う
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い

て
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〜 

議
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号
記
念
特
集 

〜

 就任年月 議 長 副議長 

初代 昭和 22 年４月 盛 田 政次郎 吉   太七郎 

２代 昭和 23 年２月 小 西 房次郎 荒 木 玉次郎 

３代 昭和 26 年４月 佐 藤 庄三郎 草 野 豊次郎 

４代 昭和 28 年２月 佐 藤 庄三郎 餌 取 金太郎 

５代 昭和 32 年２月 吉   太七郎 林   乕 吉 

６代 昭和 33 年 11 月 川 村 宗十郎 林   乕 吉 

７代 昭和 36 年２月 吉   太七郎 川 村 三 郎 

８代 昭和 40 年２月 川 村 宗十郎 林   乕 吉 

９代 昭和 44 年２月 林   乕 吉 川 村 三 郎 

10 代 昭和 48 年２月 船 橋 竹治郎 佐 藤 友 一 

11 代 昭和 52 年２月 船 橋 竹治郎 佐 藤 友 一 

12 代 昭和 56 年２月 船 橋 竹治郎 吉   武 夫 

13 代 昭和 60 年２月 佐 藤 友 一 吉   武 夫 

14 代 平成元年２月 高 田 春 吉 西 谷 正 昭 

15 代 平成５年２月 西 谷 正 昭 平 澤   浩 

16 代 平成９年２月 佐 藤 友 一 千 葉 光 義 

17 代 平成 13 年２月 佐 藤 友 一 盛 田 鐵 次 

18 代 平成 16 年９月 盛 田 鐵 次 千 葉 光 義 

19 代 平成 17 年２月 野 田 重 毅 千 葉 光 義 

20 代 平成 21 年２月 野 田 重 毅 佐 藤 頼 幸 

21 代 平成 25 年２月 野 田 重 毅 竹ケ原 公 勝 

22 代 平成 29 年２月 中 川   一 川 村 裕 司 

23 代 令和３年２月 中 川   一 川 村 裕 司 

歴 代 正 副 議 長 



（5） 鹿部町議会だより

〜 

質
問
の
追
跡
調
査 

〜

■
質
問
・
答
弁
・
取
組
状
況

　
住
民
皆
様
の
不
安
を
解
消
す

べ
く
、
効
果
的
か
つ
実
施
可
能

な
方
法
を
探
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

〇
令
和
６
年
11
月
現
在

　
大
和
リ
ゾ
ー
ト
地
区
海
側
に

新
設
す
る
緊
急
避
難
道
路
１
本

の
整
備
に
関
し
、
大
和
リ
ゾ
ー

ト
地
区
の
管
理
業
者
と
11
月
に

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
整
備
予

定
区
間
の
土
地
の
取
得
が
困
難

な
状
況
で
、
整
備
に
遅
れ
が
生

じ
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
大
和

リ
ゾ
ー
ト
地
区
の
管
理
業
者
と

当
該
緊
急
避
難
道
路
に
関
す
る

打
ち
合
わ
せ
を
継
続
的
に
行

い
、
整
備
内
容
等
が
決
定
次
第
、

議
員
全
員
協
議
会
な
ど
で
報
告

し
て
い
き
た
い
。

※

　
質
問
等
は
、
議
会
だ
よ
り

　
第
91
号
、
第
92
号
、
第
99
号

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
質
問
・
答
弁
・
取
組
状
況

　
一
元
管
理
や
全
体
の
調
整
機

能
を
よ
り
効
果
的
に
発
揮
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
や
組
織
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が
目

指
す
べ
き
姿
と
現
実
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

関
係
部
署
と
の
協
議
を
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
令
和
６
年
12
月
現
在

　
令
和
６
年
度
の
全
建
築
施
設

の
定
期
点
検
が
11
月
上
旬
に
完

了
し
、
そ
れ
を
受
け
関
係
課
で

検
討
会
議
を
開
催
し
協
議
し
て

い
る
。

　
協
議
の
結
果
、
管
理
体
制
に

つ
い
て
、
当
面
、
現
行
の
と
お

り
定
期
点
検
は
専
門
知
識
を
有

す
る
建
設
水
道
課
が
行
い
、
日

常
点
検
は
所
管
課
が
月
に
１
か

ら
２
回
実
施
し
日
誌
に
よ
り
管

理
し
、
総
括
は
総
務
・
防
災
課

管
財
係
が
行
い
、
公
共
施
設
等

総
合
計
画
及
び
個
別
施
設
計
画

の
進
捗
管
理
及
び
計
画
見
直
し

を
担
う
こ
と
と
し
、
関
係
部
署

連
携
に
よ
る
管
理
体
制
で
円
滑

な
施
設
管
理
に
向
け
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
関
係
課
に
よ
る
検
討

会
議
は
毎
年
定
期
的
に
開
催
し
、

業
務
検
証
し
な
が
ら
、
公
共
施

設
の
管
理
適
正
に
努
め
る
。

※

　
質
問
等
は
、
議
会
だ
よ
り

　
第
93
号
、
第
94
号
、
第
99
号

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
質
問
・
答
弁
・
取
組
状
況

　
令
和
５
年
度
中
に
は
、
近
隣

自
治
体
の
情
報
収
集
や
庁
内
関

係
課
と
の
調
整
を
図
り
、
令
和

６
年
度
に
は
議
員
皆
様
は
じ
め

町
民
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
方
針
決
定
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
令
和
６
年
11
月
現
在

　
令
和
７
年
度
に
合
併
浄
化
槽

の
設
置
に
か
か
る
助
成
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、
現
在

事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
助
成
に
あ
た
り
、
国
の
交
付

金
事
業
を
活
用
す
る
た
め
に
必

須
と
な
る
生
活
排
水
処
理
計
画

の
策
定
も
進
め
て
い
る
。

　
助
成
に
か
か
る
関
係
例
規
は
、

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
へ
の

上
程
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

併
せ
て
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
町
民
周
知
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

※

　
質
問
等
は
、
議
会
だ
よ
り

　
第
95
号
、
第
96
号
、
第
99
号

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会

　
で
は
、
追
跡
調
査
対
象
事
項

　
と
な
る
一
般
質
問
は
あ
り
ま

　
せ
ん
で
し
た
。

丸印で囲んだ場所に緊急避難道路が新設予定

質
問
の
追
跡
調
査

●
緊
急
避
難
道
路
の
確
保

に
つ
い
て

︵
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
︶

　
　
　

髙
橋　

茂
夫
議
員

●
鹿
部
町
個
別
施
設
計
画

等
に
つ
い
て

︵
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
︶

　
　
　

髙
橋　

茂
夫
議
員

●
排
水
処
理
方
針
の
策
定

に
つ
い
て

︵
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
︶

　
　
　

髙
橋　

茂
夫
議
員

ドローン撮影した旧役場庁舎



鹿部町議会だより （6）

〜 

一
般
質
問 

〜

議会を傍聴（視聴）してみませんか
～次回定例会は3月上旬に開催予定～

　傍聴の手続きは、傍聴席の入口設置の傍聴人受付票に、住所・氏名などを記入する

だけです。役場１階多目的スペースに設置の大型テレビでも視聴することができます。

　また、鹿部町議会では、町民に開かれた議会を実現するため、本会議の様子をオン

ライン動画共有サイト「YouTube」でライブ配信と録画配信を行っています。

　
町
で
は
、
そ
の
必
要
性
等
に

よ
り
土
地
等
の
財
産
を
取
得
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ

数
年
で
取
得
し
た
旧
亀
の
湯
周

辺
や
認
定
こ
ど
も
園
建
設
無
償

貸
付
の
用
地
の
現
状
と
具
体
的

な
整
備
・
利
用
計
画
に
つ
い
て
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

■
質
問
と
答
弁
の
要
約

　　
旧
亀
の
湯
周
辺
用
地
の
現
状

と
具
体
的
な
整
備
・
利
用
計
画

に
つ
い
て
。

　
用
地
購
入
後
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
際
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て

活
用
し
、
一
部
の
土
地
と
母
屋

は
、
解
体
せ
ず
に
福
祉
関
連
の

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

所
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
着
手
し
て

い
る
﹁
第
２
期
し
か
べ
観
光
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
﹂
の
策
定

作
業
の
中
で
、
町
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
観
光
に
関
連
す
る

方
々
か
ら
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
利
用
計
画
を
ま
と
め
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
日
実
施
し
た
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
も
、

間
歇
泉
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
が
出
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
策
定
さ
れ
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
方
針
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
令
和
７
年
度
中
に
具

体
的
な
利
活
用
計
画
を
決
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
遅
く
と
も
令
和
10
年

度
ま
で
に
は
何
ら
か
の
形
で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い

う
の
が
私
の
今
の
考
え
で
す
。

　　
認
定
こ
ど
も
園
建
設
無
償
貸

付
用
地
に
つ
い
て
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
公
が

整
備
す
る
施
設
の
民
設
民
営
方

式
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
の
運

営
法
人
を
選
定
し
、
令
和
７
年

度
中
に
、
土
地
の
地
質
調
査
と

施
設
の
基
本
・
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
８
年
度
と
令
和
９
年

度
の
２
か
年
に
よ
り
施
設
の
整

備
工
事
を
行
い
、
令
和
10
年
４

月
に
は
認
定
こ
ど
も
園
を
開
園

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
有
地
に
つ
い
て

佐藤 頼幸 議員

旧亀の湯周辺
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〜 

議
員
全
員
協
議
会
・
委
員
会
の
活
動 
〜

　■
令
和
６
年
第
７
回
議
員
全
員

　
協
議
会

〇
開
催
年
月
日

　
令
和
６
年
12
月
２
日

〇
議
題

１
　
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に

　
つ
い
て

　
令
和
10
年
４
月
の
開
園
に
向

け
て
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

２
　
義
務
教
育
学
校
の
整
備
に

　
つ
い
て

　
令
和
９
年
４
月
の
開
校
に
向

け
て
施
設
整
備
等
を
進
め
て
い

く
こ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

３
　
漁
業
協
同
組
合
へ
の
施
設

　
整
備
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

　
本
別
漁
港
内
堆
積
場
改
良
事

業
に
対
す
る
資
金
貸
付
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◇
調
査
年
月
日

　
令
和
６
年
11
月
１
日

◇
調
査
事
項

　
並
行
在
来
線
の
状
況
等
に
つ

い
て

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
関
係
資
料
に
基

づ
き
説
明
を
受
け
、
現
地
視
察

調
査
を
実
施
し
た
。

◇
調
査
の
結
果

１
　
概
要

　
現
在
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
運

行
し
て
い
る
函
館
線
の
う
ち
、

北
海
道
新
幹
線
が
札
幌
ま
で

延
伸
し
た
際
に
新
幹
線
と
並

行
し
て
運
行
さ
れ
る
在
来
線

の
区
間
︵
函
館
・
小
樽
間
︶
は
、

沿
線
自
治
体
の
同
意
を
得
た

う
え
で
経
営
分
離
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
町

も
沿
線
自
治
体
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
並
行
在
来
線
の
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
経
営
分
離
に
つ
い
て

平
成
24
年
５
月
に
同
意
を
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
経
営
分
離
後
の
地

域
交
通
の
協
議
の
た
め
、
函

館
・
小
樽
間
の
沿
線
15
自
治

体
と
北
海
道
で
北
海
道
新
幹

線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会

を
設
立
し
、
本
町
は
函
館
・

長
万
部
間
の
沿
線
７
自
治
体

と
北
海
道
で
構
成
す
る
渡
島

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

２
　
北
海
道
新
幹
線
の
進
捗
状

　
況
等

　
北
海
道
新
幹
線
は
新
青
森

駅
か
ら
札
幌
駅
ま
で
約
３
６

１
㎞
に
及
ぶ
路
線
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
、
新
青
森
駅
か
ら

新
函
館
北
斗
駅
ま
で
約
１
４

９
㎞
が
平
成
28
年
３
月
に
開

業
し
、
残
り
の
新
函
館
北
斗

駅
か
ら
札
幌
駅
間
の
約
２
１

２
㎞
に
つ
い
て
は
、
令
和
12

年
度
末
ま
で
の
開
業
を
目
指

し
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
が

難
航
し
た
こ
と
で
遅
れ
が
生

じ
、
開
業
延
期
と
な
っ
て
い

る
。

３
　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経
営
分

　
離
さ
れ
る
函
館
線
︵
函
館
・

　
長
万
部
間
︶
の
地
域
交
通
の

　
あ
り
方
等

(1)  

協
議
組
織

　
本
町
が
所
属
す
る
北
海
道

新
幹
線
並
行
在
来
線
対
策
協

議
会
渡
島
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。

(2)  

渡
島
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　
開
催
状
況
等

　
平
成
24
年
11
月
に
１
回
目

の
会
議
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
10
回
の
会
議
を
開
催
し
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
方
向

性
を
決
定
し
た
い
と
し
て
い

る
。

(3) 

本
町
と
し
て
の
今
後
の

　
動
向

　
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来

線
対
策
協
議
会
か
ら
協
議
結

果
が
示
さ
れ
た
後
に
、
住
民

説
明
会
等
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

４
　
貨
物
及
び
物
流

　
国
土
交
通
省
、
北
海
道
庁
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
で

構
成
す
る
北
海
道
新
幹
線
札

幌
延
伸
に
伴
う
鉄
道
物
流
の

あ
り
方
に
関
す
る
情
報
連
絡

会
に
お
い
て
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

◇
調
査
意
見

　
公
共
交
通
は
、
交
通
手
段
を

有
し
な
い
高
齢
者
を
は
じ
め
と

し
た
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
と

し
て
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物

等
、
日
常
生
活
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
町
内
で
は
、
し
か
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
や
福
祉
施

策
に
よ
り
町
民
の
移
動
手
段
が

確
保
さ
れ
る
一
方
で
、
町
外
に

お
い
て
は
、
並
行
在
来
線
に
お

け
る
新
た
な
公
共
交
通
の
構
築

の
協
議
が
進
む
中
、
沿
線
自
治

体
で
の
新
た
な
財
政
負
担
や
深

刻
化
す
る
路
線
バ
ス
等
の
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
等
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
つ
つ
も
、
そ
の
必
要
性

は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
地

域
交
通
の
維
持
・
確
保
は
も
と

よ
り
、
普
及
促
進
や
利
便
性
の

向
上
等
、
公
共
交
通
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も

の
で
あ
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

合
同
所
管
事
務
調
査

総
務
経
済
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

合
同
所
管
事
務
調
査

総
務
経
済
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

合
同
所
管
事
務
調
査

総
務
経
済
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

合
同
所
管
事
務
調
査

議
員
全
員
協
議
会

議
員
全
員
協
議
会

議
員
全
員
協
議
会

議
員
全
員
協
議
会
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各常任委員会合同による所管事務調査（11/1） 

第７回議員全員協議会（12/2）

議会運営委員会（12/9）

令和６年第４回定例会（12/12）

総務経済常任委員会（12/12）

民生文教常任委員会（12/12）

議会運営委員会（12/27）

令和６年第３回臨時会（12/27）

議会運営委員会（議会だより編集1/17）
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中
川
　
　
一
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〇

〇

〇
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〇

〇

〇

船
橋
　
敦
子

〇

〇

〇

〇
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〇

〇

〇

〇

髙
橋
　
茂
夫

〇

〇
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〇
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―

〇

―

浦
　
　
梅
吉

（○は出席、×は欠席（病欠含む）、△は遅刻・早退、―は該当なし）
令和６年11月から令和７年１月まで　本会議、各委員会等の出席状況

12日

15日

27日

1日

8日

12日

13日

14日

22日

29日

総務経済常任委員会及び民生文教常任委員会

合同による所管事務調査　　（全委員及び議長）

議員懇談会　　　　　　　　　　　　（全議員）

しかべ幼稚園おゆうぎ会　　　　　　　（議長）

なおみちカフェ　　　　　　　　　　　（議長）

第68回町村議会議長全国大会　　 　　 （議長）

渡島町村議会議長会行政視察　　　　　（議長）

岩手県大船渡市議会教育福祉常任委員会

行政視察受入　　　　　　　　   （関係委員長）

令和６年度第１回鹿部町表彰審議会

　　　　　　　　　　　　（議長及び関係議員）

南渡島消防事務組合第３回議会定例会

　　　　　　　　　　　　　　　　（関係議員）

議会の行事

11月

2日

9日

11日

第７回議員全員協議会　　　   　　　 （全議員）

議会運営委員会　　　   　　 （全委員及び議長）

渡島福祉会理事会　　　　　　    　　　（議長）

12月

2日

7日

8日

14日

17日

23日

27日

29日

1月

令和６年度鹿部町町政功労者表彰式　　（全議員）

第４回定例会　　　　　　　　    　　  （全議員）

総務経済常任委員会　　　　　（全委員及び議長）

民生文教常任委員会　　　　　　　　　（全委員）

自民党北海道政経セミナー　　　　　　　（議長）

議会運営委員会　　　　　　　（全委員及び議長）

第３回臨時会　　　　    　　　　　　  （全議員）

鹿部消防出初式　　　　　　　　　　　（全議員）

七飯消防出初式　 　　　 　 （関係議員及び議長）

北斗消防出初式　  　　　 　（関係議員及び議長）

渡島町村議会議長会役員会　　　　　　　（議長）

議会運営委員会 　　　　  　   （全委員及び議長）

渡島町村議会議長会定期総会　　　　　　（議長）

南渡島消防事務組合第１回議会臨時会

　　　　　　　　　　　　　　         （関係議員）

渡島廃棄物処理広域連合第１回議会定例会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（関係議員）


